










2022年の三回目では、写実画家/造形画家のエンドロ・ルクモノによ

る展覧会を開催しました。タイトルの「コロ・ングンタル・ブラン」はジ

ャワの都市伝説（日食に関連するものとそれがどのように悪い前兆

と認識されるか）から取られたものです。

ルクモノはこの破滅の前兆を、現在のポスト・パンデミックの世界と

結びつけることを試み、また、恐怖と迷信がいかに社会に出現する

かを探ることを試みました。

これらの恐怖と迷信のテーマは、2022年の四回目の展覧会に引き

継がれました。この四回目の展覧会にも、ルクモノが指導する若手

アーティストが参加しています。以前の 「リコンストラクト７」と同様

に、「katanya, katanya, katanya....」は、個人的な経験の要素を取り

入れることで、前回の展覧会のアイデアをさらに精緻にしました。

若いアーティストの一人は故郷の伝統的な収穫から、もう一人は大

学キャンパスの建物に関する怪談話から、そして三人目は先天性欠

損症から世界を違った見方で見るようになったことから、絵画を制

作しました。



スタジオ・ハナフィでは、展覧会とアーティスト・イン・レジデンスプロ

グラムだけでなく、デポックエリア近郊の教育者やアーティストによ

るワークショップも開催しています。これらのワークショップでは、ハ

ナフィ自身が長年アシスタントを務める生徒と共に開催することも

あります。

上の写真はBPKペナバール高等学校の美術教員による、2022年の

ワークショップの模様です。








